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京都大学構内遺跡調査要項

京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 l条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センター」という。〕を置く。

第2条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必裂な業務

を行う。

第3 条 センターにセンター長を置く。

2 センター長は，京都大学の専任の教授をもって充てる。

3 センター長の任期は， 2年とし，再任を妨げなし、。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4 条 センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第5条 センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任をl置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターにセンターの事業に関する基本的計画，人事その他管理巡営に関する重要事項を審議

するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) センタ一長

(2) センターの研究部の主任

(3 ）前2 号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者若干名

付）事務局長及び施設部長

3 センタ一長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項に規定するもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事項は，運営協議会が定める。

第 7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンター長が定め

る。

センター長 樋口隆康（文学部教授） 研究部研究員 清水芳裕〔文学部助手）

運営協議会委員 上田正昭（教養部教授） dシ 五十川仲矢（文学部助手〕

// 池田次郎（理学部教授〕 ク 浜崎一志（工学部助手）

Jシ 西川幸治（工学部教授） タ 吉野治雄（施設部技術補佐員）

,'l 石田志郎（理学部助教授〉
～ 9 月15 日

ク 飛野｜字文（施設部技術補佐員）
ク 浮田徹（事務局長〉 10 月 I 日～

ク 井内昭（施設部長） 事務室 大八木邦雄（施設部事務官）

研究部主任 泉拓良（文学部助手） ク 梅川厚子（施設部技術補佐員）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第 l条 この会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会」とし、う。）と称し，京都大学の委託により

｜司大学構内における建築物新営工事等に伴い必要な敷地内の遺跡調査を行うことを目的とする。

第2条調査会は，事務所を京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3 条調査会は，第 I条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査

(2 ）前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査慨要報告書の作成

(4) その他必要とする事項

第4 条調査会に次の役員をi置く。

(1) 会長 I名

。）委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

ロ 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名

(3 ）監事若干名

2 会長は，前項第 2号イの委員の推薦する者とする0

3 委員及び監事は，会長が委嘱する。

4 第 1項第 2 号ロ及びハの委員は，当該主主地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わった

ときは，退任する。

第5条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し委員会の議決に基づく業務を執行する0

3 監事は，調査会の会計を監査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事：等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会を

i置くことができる。

第 7条 第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 調査班は，調査班長，調査員及び認査補助員をもって組織する0

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助長は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。

第8条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局に職員若干名を置く。
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3 職員は，会長が任免する。

第9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。

第10 条調査会は， 4 月 l 日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査を

経て，年度終了後3 月以内に委員会の承認を受けるものとする O

第]I 条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。

会長 川上貫（工学部教授） 委員 西村進（理学部助教授）

委員 樋口隆康（文学部教授） 足利健売（教養部助教授）

亀井節夫（理学部教綬） 泉拓良（文学古EfJ/J 子）

西川幸治（工学部教授）

石田志朗（理学部助教授）

規約第 4 条 l項（2）口 繁沢和夫（教養部長）

小野真海（事務局庶務部長）（～5月31 日）

松村圭三（事務局庶務部長）（ 6 月 l 日～）

北川善太郎（学生部長）

山口目哉（理学部長）

規約第4 条 l項（2）ハ 111 下利弘（京都市埋蔵文化財調査センタ一所長）

E主事 藤原茂男（施設部企画課長） 藤沢正之（理学部事務長）

笠原茂樹（教養部事務長）

事務局員 大八木邦雄（施設部事務官）

飛弾白人（学生部厚生課長）

川野美栄子（調査会事務員）

,1 ，村美代（調査会事務兵）梅川厚子（施設郎技術補佐員）

京都大学構内遺跡調査会丹波町部会

会長 川上貢（工学部教授）

委員 樋口隆康（文学部教授） 来拓良（文学部助手）

石田志朗（理学部助教授）

規約第 4 条 l項（2）ロ 苫名孝（農学部長）（～ 4 月初日）並河湾（農学部附属牧場長）

深海浩（農学部長）（ 5 月 1 日～）

規約第 4 条 l項（2）ハ東篠烹（京都府文化財保護課長）徳岡孫太郎（丹波町教育長）

監事 藤原茂男（施設部企画課長） 丸田義男（農学部事務長）

会長

委員

京都大学構内遺跡調査会和歌山県部会

川上貢（工学部教授）

樋口隆康（文学部教授）

亀井節夫（理学部教授）

石口i志朗（理学部助教授）

泉拓良（文学部助手）

規約第 4 条 IJ](、（2）ロ 山口呂哉（理学部長） 藤永太一郎（瀬戸臨海実験所長）

規約第4 条 l項（2）ハ

；燭磨正信（和歌山県文化財保護審議会委員）畑村半亮（和歌山県教育庁文化財課長）

巽三郎（和歌山県文化財保護審議会委員）真鍋清兵衛（白浜町教育委員会教育長）

大原満（白浜町文化財保護審議会委員）

監事 藤原茂男（施設部企画課長） 藤沢正之（理学部事務長）
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調査班

調査班長・主任泉拓良，清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，吉野治雄，飛野博文

調交員

調査補助員

鎌田博子，川島はる代，津隈久美子， ，｛巨谷浩，増井正投，森本： 晋，家根祥多

浅田泰央，浅野恒一郎，井浦由美，井上真，岩1屑美香，小川晃代，小東和美，柴

LH裕子，下位幸弘，寺門真佐子，寺島千春，西脇対名夫，馬場照彦，前回禎彦，宮

川i禎一，宮本ー夫

作業員 赤沢俊男，池田イシ，池田みどり，池ノ；本二郎，石原規子，五十棲彰男，五十棲宏，

Jj:潤タイ子，井澗美代子，入山 明， :r.城英伸，岩下武男，岩瀬洋子，宇井保彦，

岡本勇，小原祥市，）｜｜崎雅史，菊原淳，木村栄三郎，木村謙次，木村漣，久

世和則，栗須京子，佐藤初恵，査井美春，中村附子，西 渚，西川貞子，橋本圧次，

橋本俊夫，浜野茂弘，平山型影l，福汁A長治，福田文治，本田好恵，松井ヤス子，松

川主主城，員鍋政一，三浦信一，水上光雄，市さっき，森田勝晴，安田秀男，山崎伝

七，山中貞男，結城澄江，吉田禎二，吉田龍太郎

現場事務員 文字辛子

本部構内 AX28 区調査班 発掘期間 日行和56 年 2 月20 日～同 3 月31 日

所在地 京都市左京庶吉田本町 面積 l 12nl 

仁事名 工学部電気系学科校舎新営 班長・主任泉拓良，吉野治雄

発掘期間 昭和55 年 7 月21 H ～同11月21 口 調盗員 津限久美子

面積 ] ]20nl 作業員 5 名

班長・主任泉拓良，五十川伸矢，浜崎－志 北部構内B D30 区発掘調査班

調査協力者向旧保良 所在地 京都市左京区北白川追分町

調査員 川島はる代，竹村忠二，津隈久美子 仁亨i：名 北部構内実験排水槽設置

増井正哉 発掘期間 昭和56 年 8 月 I 日～同 9 月5 日

調査補助員 9 名 面積 272nl 

作業員 12 名 班長・主任泉拓良，浜崎一志

農学部附属牧場施設新営予定地調査班 調査員 川島はる代，津隈久美子，森本晋，

所在地 京都府船井郡丹波町蒲生野 家根祥多

I：事；名 決学部附属牧場施設新営 作業員 9 名

ヂ住掘期間 昭和55 年11月25 fl ～同 12 月27 日 和歌山県瀬戸遺跡発掘調査班

面積 1468nl 所在地 和歌山県西牟婁郡白浜町

fil 長・主任説妬良，清水芳裕，五行11{1 中矢， 工事名 理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟新

浜崎一志，吉野治維 営

調杢員 川島はる代，津隈久美子 発掘期間 昭和56 年 9 月14 日～同11月20 日

作業員 27 名 面積 150011[ 

教養部構内A 021 区発掘調査班 班長・主任泉 J石良，清水芳裕，五十川伸矢，

所在地 京都市左京区吉回二本松町 浜崎一志

工事名 教養部構内実験排水槽設置 調査員 川島はる代，津隈久美子，花谷浩，
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家t艮祥多

作業員 28名

本部構内AX28区調査班

所在地 京都市左京区吉田本町

工事名 工学部電気系学科校舎附属施設設置

発掘期間 昭和56年11月17日～同12月12日

面積 34nf 

班長 浜崎一志

調査補助員 3名

作業員 4 名

教養部構内A P22 区調査班

所在地 京都市左京区吉田二本松町

工事名 古田食堂新営

発掘期間 昭和56年11月20日～昭和57年 5月8

口

面積 1716nf 

班長・主任五十川伸矢．清水芳裕，飛野博文

調査員 竹村恵三，津限久美子

調査補助員 9名

作業員 20名

農学部附属亜熱帯植物実験所実習宿泊施設

新営予定地試掘調査

所在地 和歌山県西牟妻都串本町須江

調査期間 昭和56年 4 月 l 日～同 4 月3 日

面積 28nf 

担当者 泉拓良，浜崎一志

農学部熱帯農学科校舎新営予定地試掘調査

所在地 京都市左京区北白川追分町

面積 56m2 

担当者 泉拓良，浜崎一志

農定部附属農薬研究施設増築予定地試験調査

所在地 京都市左京区北白川追分町

試掘期間 昭和56年6月17日～同6月19日

面積 8 m2 

担当者 泉拓良，浜崎一志

北部構内実験排水槽設置予定地試掘調査

所在地 京都市左京区北白川追分町

試掘期間 昭和51i 年 6 月20日～同 7月 I 日

面積 26nf 

担当者 泉拓良，浜l崎一志

放射線生物研究センタ一新営予定地試掘調査

所在地 京都市左京区吉田橘町

試掘期間 昭和56年 7月6日～同 7月IO日

面積 16nf 

担当者 泉拓良，浜崎一志

放射性同位元素総合センター増築予定地

試掘調査

所在地 京都市左京区吉i日橘町

試掘期間 昭和56年 7月9日～同 7月15日

面積 16m2 

担当者 泉拓良，浜崎一志

医学部附属病院産科病棟ドライエリア増設

予定地試験調査

所在地 京都市左京区聖護院川原町

試掘期間 昭和56年 7月14日～同 7月18日

面積 ]6nf 

弔自一l （一l(A的

孟E よ一L巨亘匝

京都大学埋蔵文化財研究センター 京都大学構内遺跡調査会
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表 4 京都大学構内遺跡のおもな調査

年度目ti地点［担当者団査員同泣構l遺物［文献｜備考
旭 12 年

13 年

昭和 9 年l叩 l梅原咋掘「 l昨棺玉｜梅原36［ 
10廿；里［ ｜悔原

下；1正 l一t」記［品t~舟l~；ぜP距： 
追奇品ι1三 [:i:j亙前発掘1而｜ ［！告土器 ｜草堅~I 
教養部！ 7 I 藤岡配~·干＝~ I （縄文吋藤一l

48 年｜ι学部 I8 I元 j刊明担［ i;[TL 溜［翌存明 l埋78日一一
学部 I9 I中村徹也（事吋刊 ｜盟主器 l中卜t7

主学剖＼ I~子丙i干徹瓦両主由I－~干 ！縄文土器l 1 
植 物 園 l]] I中村正告示弔fil:illI mITT 1IT＂川県民

吋養部l14 I ~f;iw~: I事前叶501 ｜縄文土器［ ｜ 

.si 年｜日則 16 I 泉不良両恥o[J~~［堕ち I:: I 
己E 15 壁I_ 19 ！岡田保良｜事前

日：＼i市両i品1ふ一存卜［ （ l調77 （警E会顧
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年度（日ti地点ト担当者暗号同遺構l遺物 l文献l備考

ウHIム34 ~泉 一一，~書戸昆［土師器瓦（埋78 a 

i認歌ill 喜［ l丹羽ιl事前発掘tl¥ 3001 監皇代l熔土t器 l埋78 a I 
吋 F判39 1早E齢 l事古甘発加I'oo[;~ •• fl南襲器瓦 ト思？： ［ 

日，， 141J~野路 l"'HI吋静： l 古襲
畔 芦J54 ]ii !ii事前発掘［却0

官弓2苦l引李野駁［輔発掘1100 陣代土此l監毒掠 l瑚79

［ 

lおl苦l
f wzsf] 57 ｜里E告長l事前九 l量世白JllI臨管E語主（埋80 I 

昨I~ι9詰 I" i i~,11!1 t:::t 叩判官官塁：い＂り I

89 I泉叶吋IIア路l古閣議』近［埋自lb ! 

00 I ::Ill「l］！：！：］町］：
l吉野治雄［事前発掘j1t皇室戸If＝ι一

98 1戸芳裕（立合ll草島民主鵬丸一 6 章 l遺構実測

Q
J
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年 立を, 度｜諸問 1~1 お冷者（霊査員同遺 ん〕 I文献l備
帥 56 年時um I ｜長崎 F 掘1-2γ 1 ｜第l章洋一

孟E 空転ー雫円竺［竺町fE舗’［扇町言掘調査F
G~5ιl刊長崎号［試 掘Is1 ！君主主器，｜第 6章Iii,調一

』｜ 105r;;1t~ お｜近世瓦溜 llj生土器~＿；； 11m開
高of ト附5111 崎号｜試 掘Ii~瓦瓦（土師器｜第6章！主掘調査決

：~1十町是正空F 可！6I ；~1誠一I~章｜を耐？
Kl 釘町長瓦空Ir－掘I161 ｜第 6引遺跡なしI

店of I 109 I長崎咋｜事前調査｜九日韓｜鵡ii＇瓦，，｜第

歌函~I 巾ζ 扇胃面詞孟115001 弥生士坑，｜縄文土器7「 丁盈嗣了
戸｜ ｜清水芳裕 1 I 1弥生配石，｜硬玉管玉， ｜ 

｜ ｜五十川仲矢 l ｜ ｜古墳時代｜弥生土器， ｜ 
j ｜浜崎一志！ ｜ l土坑 ｜製梅土器 ｜ 

~2_!lf ]110 津両一孟｜事前調司列車世土器｜高寝室：語｜第2章 l整理中

養部｜ Ill I五十川仲矢｜事前調査＇ 117161 弥生溝， I縄文土捺， ｜ ｜発掘中
P22 区｜ ｜飛野博文｜ ｜ ｜古墳，古｜弥生士滞， ｜ 

I I ; ｜代党鐙鋳 i須恵器，土｜
（ ｜ ！ ｜造遺構， l師器，鋳札！； ｜ ｜中世門， ｜こしき炉 i 

I I , I狩，某 I I 

書店 ［泉 拓良｜主 主i ！ （福島中世同

♂2剖 1121 長崎空ド 可｜一一 十 ｜ ｜遺跡なし「

可｜ ｜泉 τ頁r－合｜ I I _: i遺跡なし

ふ巴 1131 長崎雪｜立 合1. I ｜細器瓦（

議1J1 喜l ［ー百戸一合II- 下町町「
十21: I I川清水芳雨戸可戸苅一道｜主題私近｜ ｜画期「

雲警I115 i-1li型r _:I I~］~］＿喜一ぺr 第
U21 置I11s I清水芳裕｜立 合｜ ｜ l繭震，近｜

ふ置 II川泉 拓良｜立 合！ ｜ ｜土師器，瓦｜第

x2sf I 118 I清水芳裕（立 合l i中世持！瓦 ｜第

時｜何事｝~；：；~立可 1；：！語［土師「
養部医 l120 I清水芳硲 1立 合｜ ｜中世満， l土師器，瓦｜
i部実験！ I : I 1中世土坑｜法 ｜ 
水管 • I : , I I I 

リウム l!21一 ~t 1二 ｜ －上 ｜蹴なし
都市 1 ' ｜分布調査1 I 1縄主土器、 ｜沼

ILi : i I i ;! 師同署 l


